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顧問挨拶 
生化学教室 伊藤 敬 

 

 平成 27 年度の九州・山口医科学性体育大会では男子団体５位、女子団体３位で、さら

に個人戦では大塚(康)・大石組が男子ダブルスベスト 4、伊藤・松尾組と石松・若松組が女子

ダブルスベスト 8、大内田君と山根君が男子シングルスベスト 8、松尾さんが女子シングル

スベスト 8 と優秀な成績を挙げました。卓球部員の皆さんが学業と課外活動を両立させてい

ることを大変誇りに感じています。 

 平成 27 年度はすでに男子 3 名、女子 3 名の入部がありました。卒業までぜひ継続して

部員としての活動を続けてくれることを願っています。毎年の学業、クラブ活動の成績から

も明らかなように卓球部には優秀な先輩方がたくさんおられます。クラブ活動により築いた

先輩後輩との縦の関係、同級生との関係は将来きっと重要な財産になります。困った時に頼

ることができ、気安く相談できるのは大学入学時代の友人です。またクラブ内のみでなく、

同級生との人間関係も築いてほしいと思います。 

 最近、医学領域での話題の一つに癌抑制遺伝子の変異と予防手術があります。アメリカ

の女優であるアンジェリーナ・ジョリーさんは乳癌と卵巣癌の発生と関連した癌抑制遺伝子

「BRCA1」に変異があるとして、2013 年乳癌予防のために両乳腺を切除する手術を受け、

さらに乳腺切除より 2 年後の 2015 年、卵巣と卵管の切除を行ったと公表しました。BRCA1

遺伝子変異と家族歴を考慮し、卵巣と卵管の早期切除を決断したそうです。2015 年 3 月 24

日ニューヨーク・タイムズ寄稿文の中で、ジョリーさんは“これらの決断をするのは容易で

はない。しかしどんな病気でも正面から向き合いコントロールすることは可能である。医師

からの助言、選択肢について学び、自分にベストな治療を選択できる。知識は力なり。”と述

べています。 

 学生さんに学んで欲しいことは、まさに知識は力なりです。癌抑制遺伝子「BRCA1」に

ついて知っていましたか？癌抑制遺伝子「BRCA1」のメカニズムとなるとさらに複雑です。

医学部を卒業して臨床に進むと日常の診療でとても忙しいはずです。基礎医学を深く勉強で

きるのは学生の時ぐらいではないでしょうか。幸いにも卓球部は勉学と運動の両面で頑張っ

ているクラブです。長いようで短いのが学生生活です。しっかりとクラブ活動をし、後悔し

ないように勉学にも励みましょう。そして医学領域で大きな志を見いだせるよう、また平成

27 年度も充実した学生生活を送れるように祈念しています。 

 

  



OB 寄稿 

懐かしい出会い 

                       昭和３９年卒 田川博之 

私は医学部卒業５０年になりますが、卓球部の冊子 翔 のおかげで卓球部の２年先輩の

白井保幸先生と５０年ぶり再会し旧交を温める機会を得たので披露します。卓球部の名簿に

確かに白井さんの名前は登録されていますが、住所が変わっていたので本人に届いていませ

んでした（現住所は所沢市）。もとの住所には娘さんが住んでおられ冊子は転送されず、そこ

にそのまま捨てられもせずおいてあったようです。先輩が最近娘さんの所に行った折、偶然

その冊子を手に取り名簿で私の名前を見つけて、懐かしく思い電話をしてこられました。も

しもし白井ですが・・、の声に５０年ぶりなのに、え・白井先輩ですかと反応していました。

今度西高の同窓会で長崎に行くからその時に久しぶり会おうと話が決まりました。同じチー

ムで戦った松尾治吉先生にも呼びかけ３人で酒を飲みながら思い出に時のたつのを忘れまし

た。以下に話の一部を紹介します。白井さんが学部の４年、私が２年の昭和３６年当時は体

育館は無く、解剖実習室に卓球台を持ち込み練習していました。そんなわけで西医体ではい

つも予選敗退です。これまで西医体の出場条件は学部生に限られていましたがこの年から教

養の学生も出場可能になりました。この年の学内卓球大会で教養１年に強い選手を 見つけま

した。それが松尾治吉です。無理やり卓球部に入部させ決勝進出を目標に特訓が始まりまし

た。その年の大会は京都で開かれましたが、困ったことに時期が教養の前期の試験と重なっ

てしまいました。松尾は試験が終わるとそのまま夜行に飛び乗り京都駅から会場に直行し、

なんとか試合に間にあいました。目出度く予選突破し６位入賞をはたしました。祝勝会が盛

り上がったのはゆうまでもありません。九州山口地地区の大会もそこそこ頑張り、白井田川

組のダブルス優勝、白井の個人２位があります。白井さんはその時の表彰状を大切に保管し

ており今回持ってきて見せてくれました。長大卓球部はその後原爆病院の谷口先生が現役の

ころ黄金時代を築いたと聞いていますが、それよりずっと前の一コマです。卓球部の冊子の

おかげでこのような出会いがあったことを感謝しつつ筆をおきます。 



近況報告 

 

      土持 兼信（平成 17年卒） 

平成 17年卒業の土持 兼信と申します。OB寄稿のご指名を頂きましたので、近況を御報告

させて頂きます。あまり書くことがないのですが、卒業から現在までを振り返ってみようと

思いました。これから進路を決める学生の方に少しでも参考になればと思います。 

大学卒業後、原爆病院、長崎大学病院で 2年間の研修を行いました。その後、九州大学整形

外科に入局。九大整形伝統のくじびきで、6年間、1年ごとに福岡、北九州、山口などいろん

な地域の病院で整形外科の研修をさせて頂きました。同期は 26人いましたが、同期があつま

るのは年に 1回のくじびきのときぐらいで、また、その年の運命が決まる、1年で一番緊張

する場面でもありました。6年の整形外科研修後、関連病院に就職することになるのですが

（途中で大学院の希望があれば大学院にいく人もいます）、私の場合は最後に研修した飯塚病

院で部長から就職のお誘いがあり、そのまま就職し 3年目(研修をあわせれば 4年目)になり

ます。 

飯塚病院は1116床とかなり大きな病院で、1次～3次まですべての急患を受けいれています。

救急車は 2014年度が 8578件、手術件数は 5567件（整形外科は 1300件ほど）です。救急車

の初療はすべて救急部がおこない、必要があれば各科に連絡があります。整形外科は人工関

節などの変性疾患の手術から、単純な骨折、多発外傷まで幅広く対応しています。病院の性

質上、夜間や休日の緊急、準緊急手術も多く、緊急手術は 2014年度で 348件でした。多忙で

すが、間違いなく整形外科医として日々成長しているのが実感できています。あと、病院に

は卓球部があり、近くの体育館で週に 1回練習があります。卓球して汗をかくことで、いい

リフレッシュの機会になっています。医師だけでなく、他の職種の方々とも仲良くなれ、卓

球を続けていてよかったと思っています。 

最後に学生の方々へ。飯塚病院は全国から研修医が集まってくるので、いろんなキャラクタ

ーの方がいます。多くの研修医と関わって、社会性を持つことの大事さ感じます。いくら優

秀でも礼儀を欠いていたり、報告や相談ができない、などコミュニケーション能力に問題が

あれば相手を怒らせたり、敬遠されたりとトラブルになります。卓球部では同級生、先輩、

後輩、OB、OGなどいろんな立場の方たちと練習や飲み会、遊びを通じてコミュニケーション

がとれる場所でもあると思います。人が集まれば楽しいだけでなく、いろんなトラブルもあ

ると思いますが、積極的に練習やイベントなどに参加していろんな人と関わり、卒業まで続

けて下さい。 

私も可能なかぎりは卓球を継続し、OB戦や医師卓球大会などできるだけ参加したいと思いま

す。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 



 

卒業生挨拶 

 
６年間を振り返って 

平成 26年度卒業 岩永優人 

 

長いようで短かった学生生活が終わりました。この６年間を振り返ってみて、尊敬できる

OBの先生方、優しい先輩方・後輩達に恵まれ、卓球部に入部して本当に良かったなと改めて

感じる次第です。勿論、練習は非常に大変でしたし、練習してもなかなか上達しなかったり

で悔しくもありましたが、今ではそれも良い思い出です。卓球部での縦の繋がり横の繋がり

に感謝して、今後は自分が恩返しできるよう、より一層頑張っていこうと思います。 

さて、部活での楽しい思い出は色々な場面でお話していますし、ここで語り尽くせる内容

でもないので、今回は研修医の立場から学生時代に何をすべきだったか、自戒の念も込めて、

ここで後輩たちに２つだけアドバイスしたいと思います。 

１つ目は国家試験の勉強はほどほどにやるべきだったということ。合格した今だからこそ

言えることかもしれません（笑）。現場に出たら国家試験の勉強なんてほとんど役に立ちませ

んから、勉強しすぎも考えものです。大事なのは覚えることではなくて、調べる術を身に付

けることです。学生時代には今しか勉強できない楽しいことが他にも探せばたくさんあるは

ずです。 

２つ目は自分の好感度を常に意識するということです。学生時代は適当に自然体でいても、

人間関係が希薄になったり、勉強面で困ったりすることもほとんどないでしょう。しかし、

卒業してからは外面を良くする努力をしていかないと、一人だけ取り残されていくような感

覚に襲われます。 

医療の現場は経験が非常に大事です。仕事の面でも勉強の面でも、座学だけではすぐに限

界を迎えます。先生や同期に支えられ、教えていただくことが早く成長する近道です。 

以上、長くなりましたが、後輩達へのアドバイスでした。 

最後に医学部卓球部でお世話になりました先生方、先輩方・後輩達、その他卓球部でお世

話になりました全ての方々に感謝いたします。 

今までありがとうございました。そして今後ともよろしくお願いいたします。  



大学 6 年を終えて 

平成 26 年度卒業 大迫 千香 

 

とうとう卒業生挨拶を書く番が回って来たのだと、過去の部誌を見ながらしみじみと思い

ました。入学時にはこの 6 年間はとても長く思えましたが、一瞬で過ぎ去っていきました。

こんなにも短く感じたのも、卓球部に入り充実した毎日を送れていたからだと思います。 

卓球自体は卓球部に入るまで、温泉地で 1、2 回ラケットを握ったことがあるくらいで、超

が付くほどの初心者でした。しかし、先輩方が毎回交代で覚えの悪い私を根気強く丁寧に指

導してくださったお陰で、それなりに試合が出来るレベル(と勝手に思っている)になり、気

付いたら卓球が楽しくなっていました。ただ残念ながら、途中で生活の中心がバイトに移り、

また私の極度のビビリ症も災いして、結果を残すまで強くなることは出来ませんでした。試

合中、攻撃に移る勇気がなくてツッツキしまくり、相手選手から「カットマンですか？」と

幾度となく聞かれたことは今でも忘れません。しかし、だからと言って卓球の楽しさを忘れ

た訳ではなく、実は実家近くに毎日好きな時に自由に卓球が出来る環境があるので、これか

らはこちらで密かに練習し、今度長崎に帰る時はラケットと一緒にと思っています。 

また卓球部では卓球以外のことも多く教えてもらいました。礼儀など真面目な事から、お酒

の味など遊びの事まで本当に色々と。もともとインドア派な上、関東からひょっこり来た私

に昔馴染みなんぞ長崎にいるはずもなく、もし卓球部に入ってなかったら、私の大学生活は

どうなっていたことやら…。考えたくもないです。出来れば、卓球の技術に関してアドバイ

ス等出来ないかわりに、最低限こちら方面で先輩方にして頂いてきたことを、今いる後輩た

ちにせめて私が長崎にいる間にしてあげたかったですが、あまり出来ていないというのが少

し心残りです。 

こう思い返すと、大学生活は思っていたより時間があるようでありませんでした。なので後

輩達には、その限られた自由な時間で思いっきり大学生活を楽しんで欲しいと思います。卓

球漬けにしても良いし、私みたいにバイトに費やしたり、趣味に没頭したり、旅にでたり…。

人それぞれ色々な使い方はあると思いますが、全てが全て無駄になることはないと思います。 

最後に、いつも支えてくださっている OB の先生方、尊敬できる先輩、良い意味で個性的な

同級生、頼もしく可愛い後輩達に囲まれて、本当に充実した 6 年間を卓球部に与えていただ

きました。とても感謝しています。本当にありがとうございました。関東には帰りますが、

卓球部の繋がりに距離は関係ないと信じて、いつか卓球部に恩返しができるようにあちらで

も頑張って参ります。これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

  



6 年間を振り返って 

平成 26 年度卒業 小島加奈子 

 

 初めに卒業にあたりまして、多くの先輩方、後輩、そして同級生に様々にお世話になりま

したことを心からお礼申し上げたいと思います。 

入学当初は運動部は飲み会が激しいと言われていたので、実は 

運動部に入部するつもりはありませんでした。しかし、勧誘イベントに参加したところ先輩

方の雰囲気がとても良く、こんな素晴らしい部活ならやっていけると入部を決意しました。 

中学・高校と運動部に入っておらず、最初の一年は体力面と初心者という意味でも辛いもの

がありましたが先輩方がやさしく指導して下さいました。ようやく慣れたと思った頃、一つ

上の学年に女性の先輩がいないため、二年生で女子キャプテンを務めさせていただいた時は、

不安でいっぱいでした。しかし、歴代の女子キャプテンを務めてこられた先輩方が集まり様々

なアドバイスを頂けて、とても心強く思ったのを覚えています。 

幹部学年での内務の仕事では、たくさんの先輩・後輩・同級生の協力のもと自分を見つめ直

せた良い機会だったと思います。 

OB の先生方が仰っているように、卓球部の横の繋がり・縦の繋がりを大事にしながら頑張

っていきたいです。本当にありがとうございました。 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 



卒業を迎えて 

平成 26 年度卒業  田中 久子 

 

私は、活水女子大学看護学部に在籍していました田中久子と申します。卓球部を引退し、こ

のように卒業生挨拶を書かせて頂く時が来たことになかなか実感がわかず、本当に 4 年間が

あっという間に過ぎていきました。 

思えば 4 年前、高校時代のダブルスのパートナーであった同級生の桃下から声をかけてもら

ったことが医学部卓球部に入部させて頂いたきっかけでした。入部当初は、大学が違うのに

4 年間続けていけるのかという不安が強かったですが、温かく迎えてくださり、この 4 年間

卓球部の一員として活動させて頂きとても嬉しかったです。 

皆さんと過ごした日々はとても楽しく、卓球部でのたくさんの思い出や皆さんの存在がこれ

までの実習や試験など、きついことを乗り越えるための力となっていました。国家試験前に

は、追いコンで皆さんから頂いたアルバムのメッセージに何度も勇気をもらい、また、私の

ことを大事にしてくださっている先輩や後輩、同級生がたくさんいることを改めて実感しま

した。感謝の気持ちでいっぱいです。 

大学が違ったために皆さんと出場できる試合は少なく、九山などチーム一丸となって戦う試

合に一緒に出場してみたかったです。というのが私の正直な気持ちであり、引退するまでの

願いでもありました。とくに九山前の強化練習では、部員のモチベーションや緊張感は高ま

り、目標に向かって皆が頑張っている中、私はどうしたらいいのか、何をモチベーションに

乗り越えていけばいいのかよくわからず、部活に対して前向きな気持ちになれない時もあり

ました。しかしそのような中、一緒に大会に出ようと言って大会主幹の大学に相談してくれ

たり、個人戦のオープン戦だけでも出れるように調整してくれていた仲間がいました。大事

な大会期間中に私のことで気を遣わせてしまい申し訳ないという気持ちもありましたが、自

分のことのように考えてくれている仲間がいたこと、常に卓球部の一員として考えてもらっ

ていたことが本当に嬉しくて、卓球部の皆さんの思いやりや温かさを感じました。 

卓球部には文武両道の先輩方や同級生、後輩が多く、憧れの存在や目標とする人がいたこと

は、4 年間どんな時も大きな支えになりました。また、これから先も相談したり、相談にの

ったりと今までと変わりない関係でいたいと思える同級生と出逢えたことは、きっと社会人

になっても大事な存在だと思います。これからも卓球で繋がった縁を大切にしたいです。 

OB の先生方に対し感謝の気持ちを改めて深く感じたのは幹部学年の時でした。私も OB の

先生方のように「いつでも部活にきて欲しい」と思ってもらえるような人になりたいです。

4 月から長崎大学病院に就職させて頂きます。この感謝の気持ちを忘れず、今までお世話に

なった方々に恩返ししていきたいと思っています。4 年間お世話になりました。また今後も

宜しくお願い致します。 



医学部卓球部での 4 年間を振り返って 

        平成 26 年度卒業 村上 直樹 

 

4 年間はあっという間に過ぎ去っていきました。この 4 年間は非常に充実していました。そ

の中で、医学部卓球部の部員であったことは僕の誇りです。 

医学部卓球部での 4 年間を振り返ってみると、今でも最初に体育館を訪れた時の胸の高鳴り

を覚えています。僕は中学校に入る前から卓球をしていましたが、中学校や高校が強豪校で

あったわけでもありませんでした。だからこそ医学部卓球部の縦の繋がりの強さ、お互いを

高め合う姿勢に高揚し、すぐに入部を決めました。大学での部活動で、自分に変化があった

のは、考えて卓球をするということでした。先輩方から有難いことにたくさんアドバイスを

頂く中で、試合展開をしっかり考えてプレーし、それがたとえ実力に差があっても、策略次

第でどちらにも結果は転ぶということを思い知りました。今まで以上に毎日が考えてプレー

する日々で、辛く苦しい想いをしたこともありましたが、そのおかげで日々充実し、一段と

成長することができたと感じています。 

また、もう 1 つの変化として、個の強さはもちろん、団体としての強さを追い求めることが

自分の目標になっていたことです。このきっかけとなったのは、1 年生の時の九山の団体戦

でした。こんなにも部が一丸となって試合に臨んでいるのを初めて目の当たりにしました。

結果は準優勝でした。その時正直、優勝ではなく悔しいという気持ちより、準優勝ってすご

いな。と思ってしまいました。しかし先輩方は優勝が目標であり、「いつかこれ以上のメダル

を自分たちの力で勝ち取れ」と言って銀メダルを渡されました。そこから 4 年間必死に練習

し、最後の九山では優勝することができました。 

この優勝までの過程には、多くのことがありました。その全てが糧となり、結果に結びつい

たと思っています。このように大きく成長できたのは、OB の先生方をはじめ、顧問の伊藤

先生、笹本先生、先輩方、同級生、後輩、卓球人生に関わってくださった皆さんのおかげだ

と思っています。この場を借りて、お礼を言わせていただきます。本当にありがとうござい

ました。こんな素晴らしい環境で卓球ができ、こんな素晴らしい方々と出会えたことに心か

ら感謝しています。今後ともよろしくお願いします。 

最後に、その時々を後悔しないように、精一杯考えて、気合と根性で最後まで諦めずに、頑

張っていけば、結果はどうゆう形であれ付いてくると信じています。今後も卒業生として部

活の力になっていきたいと考えています。長崎大学医学部卓球部の更なる躍進を期待してい

ます。 

  



卒業にあたって 

平成 26 年度卒業 桃下 有沙 

 

 大学生活の 4 年という月日は長いようであっという間でした。今、4 年間の大学生活を振

り返ってみると、私にとって医学部卓球部はとても大きな存在となっていました。楽しいこ

とも悔しいことも卓球部で経験しました。その卓球部に初めて見学に行った日のことを今で

も覚えています。 

それは、入学してまだ数日の頃。どんな部活に入ろうか悩んでいた私は医学部卓球部ホーム

ページの“和気あいあいとした楽しい部活です”という言葉にひかれ体育館を覗いてみまし

た。しかし、目線の先にいた先輩は険しい表情で、目が追い付けないくらい速い打ち合いを

していました。（記憶が正しければ、池田先生と小路永先生です(笑)）その姿はどうしても“和

気あいあい”とは感じられずそのまま帰宅してしまいました。今、振り返ってみると、九山

前だったこともあり緊張感のある練習をされていたのだと思います。後日、友人からの連絡

がきっかけで無事入部することができて本当に良かったと心から思います。 

4 年間を通して最も印象深い出来事を聞かれると、九山の決勝だと答えると思います。台が

中央の 1 台だけになり大勢の人が注目しているという状況、サーブする前に会場が静かにな

るあの緊張感。今、この時でしか味わえない感情だと思いました。私は、団体やダブルスと

違い一人で試合をするシングルスをあまり好ましく感じていませんでした。しかし、OB の

先生方はいつも私たちを見守ってくださっている。そして、後ろにいる部員が自分のことの

ように一生懸命応援してくれている。そう思うと決して私は一人で戦っているのではないの

だと気付きました。私はとても幸せ者です。今まで一緒に戦ってくださってありがとうござ

いました。 

4 年間の卓球部の思い出は数えきれないくらいたくさんあります。練習、遠征、遊び、飲み

会、飲み会、飲み会…(笑)。休日でも卓球部と遊んでいたので毎日卓球部と会う時期もあり

ました。もう、卓球部なしでは大学生活を語ることができません！たくさん笑いました。た

くさん飲みました。 

最後に、OB の先生方が医学部卓球部をいつも支えてくださったおかげでこのような恵まれ

た環境で卓球ができました。ありがとうございました。そして、優しくて大人な尊敬する先

輩方、先輩らしいことは何もできなかったのに慕ってくれるかわいい後輩たち、そして、学

年会も遊びもいっぱいした大好きな同級生のみんな。私は個性がいっぱいの医学部卓球部が

大好きです！卓球部で過ごした時間は私にとって何物にも代えることのできない財産です。

卓球部に所属したということを誇りに思い、新たな気持ちで頑張っていきたいと思います。

4 年間本当にありがとうございました。そして、今後ともよろしくお願いいたします。 


